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総合大学であるため、分野は多岐にわたる。コンテンツのすべてがオープンアクセスになっている。 位論文の件数 多 が特徴の一つである。修士論文 大半であるが、博士論文も少なくない。●シンガポールの機関リポジトリ
　シンガポールでは次の三大学が機関リポ
東川 　繁














ウェブページで提供されている。コンテンツは大きく二つに分かれる。一つは同大学図書館のコレクションに属するもので、同図書館が構築したデ タベース、シンガポールの歴史に関する文書類などからなり、ＰＲＤＬＡと名づけられている。もう一つは同学科の教員、 大学院生、 学部生の論文 ・報告書、学位論文等である。
　前者の収録件数は十数件で、件数自体は















果である雑誌論文、ワーキングペーパ 、学術会議ペーパー、報告書等を収める しかし、テキスト全文が掲載されているものはごくわずかで、書 情報のみのものがほとんどである。収録件数は現在八五〇〇件程度。件数は多いが、その活用方法は限定されてくるであろう 現時点で リポジトリとしての有用性 さほど高くないといわざるを得ない。
●共通点と相違点
　両国のリポジトリにおける共通点として、




的資料を除けば英語コンテンツ みであるのに対し、マレーシアではマレー語 ものがかなり含まれていることである これは歴史的経緯、言語事情に起因するものでる。
　なお、あくまで現時点での総体的な比較
ではあ が、オープンアクセスの観点 らすればマレーシアのほうが公開性 高 といえそうで
（ひがしかわ 　しげる／アジア経済研究所図書館）
